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1.  平成22年3月期第3四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 5,182 △20.2 442 76.5 418 54.1 338 121.3
21年3月期第3四半期 6,490 ― 250 ― 271 ― 152 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 26.08 ―
21年3月期第3四半期 9.57 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 6,985 2,853 40.9 285.85
21年3月期 6,557 4,085 62.3 255.60

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  2,853百万円 21年3月期  4,085百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
22年3月期 ― ― ―
22年3月期 

（予想）
5.00 5.00

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,500 △18.5 550 91.9 520 66.4 390 172.2 27.33



4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 16,000,000株 21年3月期  16,000,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  6,018,362株 21年3月期  17,929株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第3四半期 12,981,736株 21年3月期第3四半期 15,984,579株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(業績予想の適切な利用に関する説明） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、３ページ「１．経営成績(1)経営成績に関する定性的情報」をご覧ください。 



  当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、緊急経済対策の効果や輸出の増加を背景に一部で回復の兆しが見

られましたものの、設備投資の低迷や雇用情勢の停滞、またデフレの進行等により、依然として厳しい状況で推移

しました。  

 このような情勢のもと、主力の農業機械部門におきましては、食料自給率向上を目指したリース支援補助事業の

後押しもあり、高品質な飼料増産に対応した細断型シリーズやラップマシーン、有機肥料の散布など低コスト循環

型農業に対応したマニアスプレッダシリーズ等が売上に寄与しました結果、売上高は前年同期比８億30百万円増加

し47億40百万円（前年同期比21.3％増）となりました。 

 一方、軸受部門におきましては、一昨年度後半以降の景気後退の影響を受け受注が減少し、売上高は前年同期比

62百万円減少し４億42百万円（前年同期比12.4％減）となりました。 

 以上の結果に加え、前事業年度末に電器音響事業から撤退した事により、当第３四半期の売上高は前年同期比13

億７百万円減少し51億82百万円（前年同期比20.2％減）となりました。 

 利益面におきましては、農業機械の製品値上げや増産対応及び経費削減等に取り組みました結果、営業利益は前

年同期比１億91百万円増加し４億42百万円（前年同期比76.5％増）、経常利益は前年同期比１億46百万円増加し 

４億18百万円（前年同期比54.1％増）、そして四半期純利益は特別利益として子会社合併による抱合せ株式消滅差

益64百万円等を計上しました結果、３億38百万円（前年同期比121.3％増）となりました。  

  

① 資産、負債及び純資産の状況  

 当第３四半期末における総資産は、前事業年度末に比べ４億27百万円増加し、69億85百万円となりました。これ

は主に未収入金が７億71百万円増加したことによるものであります。 

 当第３四半期末における負債合計は、前事業年度末に比べ16億59百万円増加し、41億32百万円となりました。こ

れは主に自己株式取得に係る短期借入金が14億47百万円増加したことによるものであります。 

 当第３四半期末における純資産は、前事業年度末に比べ12億31百万円減少し、28億53百万円となりました。これ

は主に自己株式が15億円増加したことによるものであります。 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、売上債権の増加、自己株式の取得によ

る支出、短期借入金の増加等の要因により、前事業年度末に比べ３億53百万円減少し、２億16百万円となりまし 

た。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は１億35百万円となりました。 

これは主に税引前四半期純利益４億86百万円、売上債権の増加額７億75百万円等を反映したものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は13百万円となりました。 

これは主に有形固定資産の取得による支出31百万円等を反映したものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は２億３百万円となりました。 

これは主に自己株式の取得による支出15億円、短期借入金の増加額14億61百万円、配当金の支払額79百万円等 

を反映したものであります。 

  

業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により、予想数値と異

なる可能性があります。なお、平成22年３月期の通期の業績予想につきましては、平成21年10月30日に公表しまし

た内容から変更しておりません。  

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

２．財政状態に関する定性的情報

３．業績予想に関する定性的情報



  

①  当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しましては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高 

  を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

  また、棚卸資産の簿価切下げに関しましては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を 

 見積り、簿価切下げを行う方法によっております。  

②   繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の 

   発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予想やタックス・ 

   プランニングを利用する方法によっております。 

  

該当事項はありません。 

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 226,316 530,027

受取手形及び売掛金 1,598,209 1,566,673

商品及び製品 877,230 919,531

仕掛品 140,923 134,767

原材料及び貯蔵品 196,701 279,224

未収入金 1,428,765 657,642

その他 80,480 74,699

貸倒引当金 － △242

流動資産合計 4,548,628 4,162,323

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 656,462 607,331

機械及び装置（純額） 280,699 315,958

土地 546,232 546,232

その他（純額） 83,960 77,445

有形固定資産合計 1,567,353 1,546,967

無形固定資産 21,169 21,318

投資その他の資産 848,261 826,996

固定資産合計 2,436,784 2,395,282

資産合計 6,985,413 6,557,605

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 583,395 519,901

短期借入金 2,312,020 864,332

未払法人税等 98,627 76,828

賞与引当金 37,991 100,263

その他 406,400 223,727

流動負債合計 3,438,434 1,785,052

固定負債   

長期借入金 2,770 44,457

退職給付引当金 622,420 555,441

役員退職慰労引当金 57,300 76,160

その他 11,198 11,398

固定負債合計 693,689 687,457

負債合計 4,132,124 2,472,510



（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,350,000 1,350,000

資本剰余金 825,877 825,877

利益剰余金 2,140,291 1,881,639

自己株式 △1,504,443 △4,337

株主資本合計 2,811,725 4,053,179

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 41,939 30,825

繰延ヘッジ損益 △375 1,090

評価・換算差額等合計 41,563 31,915

純資産合計 2,853,288 4,085,095

負債純資産合計 6,985,413 6,557,605



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 6,490,716 5,182,731

売上原価 5,131,412 3,617,842

売上総利益 1,359,304 1,564,888

販売費及び一般管理費 1,108,747 1,122,751

営業利益 250,556 442,136

営業外収益   

受取利息 1,169 673

受取配当金 10,099 5,850

不動産賃貸料 24,902 20,665

その他 7,740 3,278

営業外収益合計 43,911 30,468

営業外費用   

支払利息 8,367 14,083

手形売却損 7,832 875

不動産賃貸原価 6,411 5,612

リース解約損 － 2,184

支払手数料 － 30,966

その他 375 453

営業外費用合計 22,986 54,175

経常利益 271,481 418,429

特別利益   

抱合せ株式消滅差益 － 64,536

貸倒引当金戻入額 6 6,182

特別利益合計 6 70,719

特別損失   

固定資産廃棄損 1,327 2,608

ゴルフ会員権評価損 1,975 －

投資有価証券評価損 1,409 －

その他 － 26

特別損失合計 4,713 2,634

税引前四半期純利益 266,774 486,513

法人税、住民税及び事業税 90,903 170,750

法人税等調整額 22,884 △22,799

法人税等合計 113,788 147,951

四半期純利益 152,986 338,562



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 266,774 486,513

減価償却費 142,751 128,558

投資有価証券評価損益（△は益） 1,409 －

ゴルフ会員権評価損 1,975 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,137 66,979

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,720 △18,860

賞与引当金の増減額（△は減少） △58,669 △64,556

貸倒引当金の増減額（△は減少） △634 △6,182

受取利息及び受取配当金 △11,268 △6,524

支払利息 8,367 14,083

手形売却損 7,832 875

有形固定資産廃棄損 1,327 2,608

有形固定資産売却損益（△は益） － 26

抱合せ株式消滅差損益（△は益） － △64,536

売上債権の増減額（△は増加） △13,684 △775,185

たな卸資産の増減額（△は増加） △108,879 127,905

仕入債務の増減額（△は減少） 13,582 62,486

未払消費税等の増減額（△は減少） △10,106 14,346

営業保証金の返還による収入 100,000 －

その他 26,200 53,668

小計 351,121 22,206

利息及び配当金の受取額 12,261 6,514

利息の支払額 △8,335 △17,191

法人税等の支払額 △147,873 △147,449

営業活動によるキャッシュ・フロー 207,173 △135,920

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △191,685 △31,818

有形固定資産の売却による収入 － 25

投資不動産の賃貸による収入 24,902 20,665

無形固定資産の取得による支出 △1,200 △7,838

預り保証金の返還による支出 △200 △200

貸付金の回収による収入 3,937 5,430

その他 74 162

投資活動によるキャッシュ・フロー △64,171 △13,572



（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 11,000 1,461,000

長期借入金の返済による支出 △54,999 △54,999

自己株式の取得による支出 △951 △1,529,572

配当金の支払額 △80,125 △79,967

財務活動によるキャッシュ・フロー △125,076 △203,539

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 17,924 △353,033

現金及び現金同等物の期首残高 253,081 520,027

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 49,321

現金及び現金同等物の四半期末残高 271,006 216,316



 該当事項はありません。 

  

 当社は、平成21年８月10日付で、公開買付けにより自己株式の取得を行いました。この結果、当第２四半期会

計期間において自己株式が15億円増加し、当第３四半期会計期間末において自己株式が15億４百万円となってお

ります。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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